
5,000円購入で6,500円分使える
プレミアム付きデジタル観光券。

　住民税非課税などの子育て世帯に給付金。世帯により支給の対象や
条件が異なります。申請期間は令和４年２月28日までです。

■小田原観光ウォレット

■低所得の子育て世帯に対する
子育て世帯生活支援特別給付金

■住居確保給付金 ■新型コロナウイルス感染症
生活困窮者自立支援金

てるちゃんが
～世界が憧れるまちに向かって～

守屋てるひこ
市政活動報告

　世界的にもファンの多い『機動戦士ガンダム』
の生みの親である富野由悠季さん。「小田原ふる
さと大使」に就任していただきました。

　バンダイナムコグループの「ガンダムマンホー
ルプロジェクト」の第１号として、２種類のマン
ホールの寄贈を受けました。

©創通・サンライズ

■第２弾おだわら梅丸商品券：プレミアム率最大30％

　生活福祉資金の特例貸付が利用できなくなった
方を対象に就職活動を行うことを条件に支給。

　離職やコロナにより収入が減少した方へ
就職活動をすることを条件に家賃の一部を
３カ月限度として支給。

・応募期間 10月１日～10月31日
・利用期間 令和３年12月１日～令和４年２月28日

・11月１日より販売開始
・利用期間 令和３年11月１日～令和４年２月28日

いく
～世界が憧れるまちに向かって～
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デジタル化の未来像
ー 牧島かれんデジタル担当大臣とともにデジタル化を推進 ー

　小田原市では昨年10月にデジタル化推進本部を
設立し、行政のデジタル化を進めるとともに、国
のスーパーシティ構想にエントリーしています。
１年前の時点では、他自治体に比べて周回遅れ、
というよりも５周遅れているといっても過言では
ありませんでしたが、事業者、学識者、職員の尽
力により、良い提案にまとまってきていると思い
ます。やはり、明確な目標を定めて、それを実現
するために必要な体制を整えるのが、リーダーの
役割であると再認識しています。
　10月に行われた衆議院議員選挙では、公務の合
間を縫って、牧島大臣の応援演説を行い、大臣が
市民に語りかける演説を何度も聞く機会がありま
した。デジタル化はあくまでも手段であり、市民
の命と暮らしを守ること、地域課題の解決につな
げることが重要であることを確信しました。災害
への対応、医療分野への導入、移動手段の確保、
鳥獣被害対策、行政手続きのデジタル化などを進
めるとともに、個人情報保護や、デジタルデバイ
ド対策など、市民の不安の解消にも配慮しながら、
国や県と連携して進めてまいります。

　10月４日に発足した岸
田文雄内閣で、神奈川17
区選出の牧島かれん衆議
院議員（44）＝自由民主
党、当選３回＝がデジタ
ル大臣として初入閣を果
たした。行政改革担当大
臣、内閣府特命担当大臣
（規制改革）も兼務する。

スーパーシティエントリー報告
黒岩知事と

LINE
公式アカウント

お友達＆チャンネル登録
お願いします！Facebook

増える！移住者
【市統計月報、住民基本台帳人口移動報告書】

スマートフォン教室

市民説明会

R2.4月 R3.1月5月

社会増減（全体） 社会増減（対東京都）
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　市長就任から早１年半が経過しました。この間、新型コロナウイルス感染症対策を最重要課題として、生
活者、事業者、教育、地域医療を守るという４つの柱に基づき対策を講じてきました。９月末の緊急事態宣
言解除以降、新規感染者数は激減しており、少し安堵しているところですが、引き続き緊張感を持って感染
対策に取り組まなければなりません。一方、社会経済活動の活性化にも取り組まなければなりません。ブレー
キとアクセルを的確に使い分けながら、取り組んでまいります。
　今年３月には「2030ロードマップ」を策定し、現在は、第６次総合計画の策定に取り組んでいます。これ
により、2030年に世界が憧れるまち“小田原”をつくるベースが整います。両プランともに、2030年の目指
す姿を明確にし、それを実現するために何をすればよいかというバックキャスティングの手法を用いていま
す。不確実性の時代においては、明確な事業計画を作るよりも、臨機応変に対応することが重要です。これ
から総合計画スタートとなる令和４年度当初予算の調整が本格化してまいりますので、しっかりと実現に向
けて取り組んでまいります。

　コロナ禍にあって、
小田原の魅力に引かれ
た方が移住してきてい
ます。昨年度だけで約
500人の社会増があり、
今年度に入りその傾向
は更に加速していま
す。

市長からのメッセージ



新型コロナウイルス感染症対策

地域の医療は地域で守る 全国で救急搬送先が決まらない問題が多発していた８月、地域医療連携で搬送先
を迅速に確保（全体の90％以上の方が２回目までの連絡で搬送先が決まる）

３回目の接種に向けて
　本市としても国の方針に基づき順次実施してまいります。
対 象 者：２回目接種を完了した方のうち、概ね８か月以
上経過した18歳以上の方を対象に１回の追加接種を行う。
開始時期：２回目接種完了から８か月経過後、順次

てるちゃんが行ってきた
衆
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委
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）

ワクチン接種率　 （11月23日現在 県発表データ）
第１回接種率 第２回接種率

神奈川県全体 84.53％ 83.04％
小田原市 84.56％ 82.75％

新しい小田原のビジョン

外部人材コーディネーター　
　様々な分野の第一線で活躍している専門人材の優れた知
見を各事業や施策に活用するために、小田原市では初めて
の取り組みとして副業兼業限定で民間企業等から募集しま
した。３名の募集に
対して1,000名を超え
る応募があり、募集
業務を委託したビズ
リーチの方も小田原
市の人気の高さに驚
かれていました。

小田原Ｌエール
（小田原市女性活躍推進優良企業認定制度）　

公
民
連
携

若
者
･
女
性 

活
躍

今年度は20社が認定されました

この災害を受けて新しい制度を設立 ̶ 被災支援制度（生活再建、農地復旧）̶  

～９月６日の緊急会談より～ 新病院の建設事業者決定

2026年春の開院を目指す
小田原医師会 
会長　渡邊 清治　

小田原市立病院
院長　川口 竹男

小田原保健福祉事務所
（保健所）
所長　長谷川 嘉春 小田原市消防本部 

消防長　岸 成典　 提供：㈱竹中工務店

小田原市長
守屋 輝彦

第６次総合計画策定にむけた有識者との対談
～ポストコロナ社会における市政の在り方～

世界が憧れるまち“小田原”を目指して
 「2030ロードマップ」を作成しました‼ 

　ポストコロナ社会における市政の在り方について各分野で活躍する
有識者と対談を行い、様々な意見を伺いました。

守屋てるひこ
活 動 報 告

建築家　隈 研吾氏マイクロソフト・コーポレーション
安田 クリスチーナ氏

キリンホールディングス㈱
磯崎 功典 社長

㈱三菱総合研究所
小宮山 宏 理事長

小田原市の災害対策

大雨対策②
早期インフラの復旧（法面、道路）

　市内で発生した土砂崩れにより、国道135
号及び市道0021が通行止めとなりました。土
砂崩れは市道の上の地点からの崩壊で、崩壊
後も雨水が現場に流れ続けていたため、排水
対策と安全確保の対応で工事に着手するまで
に一定の時間を要しましたが、建設事業者、
県、市の連携により一晩で復旧しました。改
めて、道路の安全確保と伊豆湘南道路による
代替機能の重要性を認識しました。

小田原市被災者生活再建支援制度
　大雨等の自然災害で被災した方への支援策として制度を設立、小
田原市では初めての取組です。国や県の支援の対象とならない場合
に、被災者の生活を支援する常設の制度です。支援金額はいずれも
最大で全壊300万円、大規模半壊250万円、中規模半壊100万円です。

農地の復旧事業に対しての補助
　40万円以上の場合は国庫補助の対象とな
るため、これに該当しない工事に対して事
業費３分の２（上限26万６千円）を補助い
たします。

７月の災害

８月の災害

小田原青年会議所によるJKまち活プロジェクト （10月）

三の丸ホール開館
野村 萬斎さんと（９月）

地域活動懇談会（10月）

ご
遺
族
手
続
き
サ
ポ
ー
ト

コ
ー
ナ
ー
の
設
置 

（
11
月
）

小田急電鉄㈱と
「ハンターバンク」連携 （11月）

ヨロイヅカファーム　　（11月）

大雨対策①
酒匂川スポーツ広場の移転

　酒匂川スポーツ広場は７月、8
月に冠水しています。河川管理者
である県や、スポーツ団体と調整
しながら復旧に取り組みました。
やはり移転整備が必要と強く感じ
ました。
酒匂川スポーツ広場

土砂崩れによる通行止めを　 一晩で復旧

大雨対策③
盛り土の調査

　開発許可、宅地造成許可の対象
の192箇所に対して、被災宅地危
険度判定士の資格を有する職員が
点検を行いました。




